
　

猿
払
イ
ト
ウ
の
会
は
、
猿
払
村
商
工

会
青
年
部
が
青
年
部
創
立
30
周
年
記

念
事
業
と
し
て
行
っ
た
「
イ
ト
ウ
の
里

づ
く
り
事
業
」（
平
成
10
年
～
平
成
17

年
）
を
継
承
す
る
団
体
と
し
て
、
平
成

17
年
４
月
９
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
イ
ト
ウ
の
保
護
と
釣
り
の
両
立
」「
い

つ
ま
で
も
天
然
の
イ
ト
ウ
が
釣
れ
る
川

を
残
そ
う
」
を
目
標
に
活
動
を
続
け
て

お
り
、
会
員
は
村
民
を
は
じ
め
北
海
道

内
、
関
東
の
方
ま
で
幅
広
く
、
職
業
も

様
々
で
す
。

ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
の

制
定
と
普
及

環
境
保
全
と
調
査
活
動

教
育
と
情
報
発
信

す
。
当
初
イ
ト
ウ
の
産
卵
期
間
や
産
卵

区
間
、
夜
間
の
釣
り
自
粛
を
お
願
い
し

て
い
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
に
イ
ト
ウ

の
大
量
死
が
発
生
し
産
卵
床
が
減
少
し

て
か
ら
は
、
秋
か
ら
越
冬
、
春
の
産
卵

期
終
了
後
の
体
力
回
復
ま
で
の
期
間
を

加
え
て
、
さ
ら
に
近
年
の
高
気
温
、
渇

水
を
考
慮
し
夏
季
期
間
も
釣
り
の
自
粛

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
で
は
イ
ト
ウ
の
産
卵
の
痕
跡
や

産
卵
床
を
数
え
、
そ
の
年
の
産
卵
数
や
生

息
数
を
推
計
し
、
孵
化
や
稚
魚
の
生
息
状

況
、
河
川
や
山
林
を
含
む
生
息
環
境
の
変

化
を
確
認
す
る
ほ
か
、
河
川
に
魚
の
遡
上

の
障
害
に
な
る
場
所
が
無
い
か
の
確
認
や

障
害
の
除
去
な
ど
環
境
改
善
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
活
動
は
イ
ト
ウ
だ
け
で
は
な
く

サ
ケ
や
マ
ス
な
ど
の
水
産
資
源
の
保
全
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

教
育
活
動
と
し
て
は
、
村
内
の
小
学
校
の

総
合
学
習
の
お
手
伝
い
や
大
学
生
を
対
象
に

イ
ト
ウ
が
住
む
環
境
を
実
際
に
観
察
し
、
村

の
産
業
や
発
展
な
ど
様
々
な
視
点
か
ら
の
考

え
を
発
表
し
て
も
ら
う
環
境
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
テ
レ
ビ
や
新

聞
の
取
材
対
応
、
ブ
ロ
グ
等
で
の
情
報
発

信
、
山
林
所
有
者
や
振
興
局
な
ど
河
川
管
理

者
と
調
査
結
果
の
共
有
、
イ
ト
ウ
保
護
と
森

林
施
業
や
河
川
管
理
、
治
水
対
策
な
ど
の
両

立
に
取
り
組
む
な
ど
、
イ
ト
ウ
を
育
む
環
境

の
維
持
・
改
善
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
、
現
在
イ
ト
ウ

の
産
卵
床
の
回
復
や
サ
ク
ラ
マ
ス
の
産
卵
数

増
加
な
ど
の
成
果
も
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

写
真
提
供
：
猿
払
イ
ト
ウ
の
会

◀ 

環
境
保
全
活
動
の
様
子

◀ 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
様
子

イ
ト
ウ
を
守
る
た
め
に

　

イ
ト
ウ
の
会
で
は
イ
ト
ウ
釣
り
の

ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
の
制
定
と
普
及
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
か
ら
猿
払

村
の
河
川
で
は
一
定
の
期
間
イ
ト
ウ
釣

り
の
自
粛
を
お
願
い
し
、
イ
ト
ウ
の
保

護
と
釣
り
の
両
立
に
取
り
組
ん
で
い
ま

ハロウィンの季節がやってきました！

　私が住んでいた地域では「ト

リックオアトリート！」と言って

各家を訪問するといったことはあ

まりなく、夜ご飯を食べた後に

子どもたちで集まって、ハロウィ

ン仕様に飾り付けられた車のトラ

ンクからお菓子をもらっていま

した。また、飾り付け用に育て

られているカボチャがあり、く

りぬいたカボチャ作品の芸術点

を競う大会も開催されます。学

校では学年やクラスごとに分か

れてミニパーティーを開催する

こともあり、そこではお菓子が

配られたり、いろいろな遊びを

楽しみます。子どもたちは仮装

をしたまま一日を過ごすのです

が、女の子にはプリンセスや魔

女、猫の仮装、男の子にはスー

パーヒーローの仮装が人気でし

た。衣装は買ったり作ったりと

様々ですが、その中でも何色の

魔女にするのか、どんな装飾を

付けるのかなど、こだわりを持っ

て参加する子もいました。また、

学校の先生も、有名な歌手の格

好やフェイスペイントをしたり

と、学校全体でイベントを楽し

む雰囲気がありました。このよ

うに、アメリカでは学芸会や運

動会の代わりに、行事にちなん

だのパーティが度々開催されま

す。アメリカ人にとってハロウィ

ンは大人が集まって食事を振る

舞ったりするというよりも、お菓

子を配ったり、もらったりしなが

ら子どもが遊んで楽しむためのイ

ベントという側面が強いですね。

Hello!!
ALT
外国語指導助手（ALT）

キム

　村に来てから、あっという間に

一年が経ちました。この一年の間

に、さまざまな体験に挑戦するこ

とができました。その中でも今回

は、畑仕事についてお話ししたい

と思います。長い冬がやっと終わ

り、待ちに待った夏がやってきた

その日。ニュンさんに誘われて、

鍬を手に取った瞬間、「よし、今

日は農家の気分で頑張るぞ！」と

私は決意しました。作業はまず雑

草取りからスタート。根気よく草

を抜き終えると、次は鍬を手に取

り、土を耕します。さらにレーキ

を使って丁寧に土ならし、畑の形

を整えました。そのあと、畑をい

くつかの小さな区画に分けて通路

を作り、それぞれの区画に野菜を

植えていきました。初めて苗を手

に取り、土に植え付け、種をまい

たときのワクワク感は今でも鮮明

に覚えています。小さな苗が少し

ずつ大きくなり、種が芽を出して

いく姿を見ると、疲れを忘れてし

まうくらい嬉しく感じました。

ズッキーニやラディッシュ、小松

菜など、いろいろな野菜を育てる

ことができて、とてもいい経験に

なりました。最初は「スーパーで

買ったほうが早いし安いんじゃな

い？」と冗談を言っていた私です

が、いざ自分で収穫した野菜を口

にすると、その味はどんな高級

スーパーのものよりもおいしく感

じられました。土の香り、汗のし

ずく、そして小さな芽が成長し

ていく喜び、すべてがスパイスに

なっているのだと思います。

小さな畑、大きな喜び

国際交流員（CIR）

アイン

Xin chào!!
CIR

魔女の仮装をするキム（一番左）

ラディッシュを収穫するアイン
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